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小野寺 憲一
気仙沼市役所 震災復興・企画部長

＜委員・講師等＞
2014～17年 立教大学コミュニティ福祉学部「震災復興とコミュニティの再編」講座

ゲストスピーカー
2017～21、23年～ 兵庫県立大学大学院減災

復興政策研究科非常勤講師
2018年～ 関西大学社会安全学部「災害

事例分析」講座ゲストスピーカー
＜著作・投稿＞

2020年 小学校６年生教科書「新しい社会６」
政治・国際編 東京書籍

自己紹介

部の業務：気仙沼市のまちづくり。
地方創生。人口減少対策。ふるさと納税。公共交通。
情報システム（デジタル化）。コミュニティ。男女共同参画。

アスリート（ランナー）
面瀬中学校駅伝部コーチ
防災士 漁師
気仙沼まち大学運営協議会コアメンバー
鹿折まちづくり協議会構成員

2枚目の名刺

震災から
１年間

家は津波で流出。市役所に泊まって業務 3/11～5/2

〔係の仕事〕 保育所の再開・再建
〔震災の仕事〕 炊き出し、応急仮設住宅入居調整、

災害弔慰金支給、震災関連死認定等

震災
２年目から
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２０１１年３月１１日 １４時４６分

東日本大震災発生
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人的被害

住宅被害

産業被害

死者数 ：1,043人（警察発表）

行方不明者数： 214人（警察発表）

震災関連死 ： 111人（現在値）

被災家屋：26,124棟（被災割合40.9%）

全壊：16,459 大規模半壊：2,307 

被災事業所数：

被災従業員数：27,736人
※いずれも概数

気仙沼市津波浸水図
H23.2末
人口比

約1.8%

半壊：

被災者生活再建支援金申請者数：8,137件

一部損壊：5,4651,893

内加算支援金申請件数：5,161件

（63.4%）

（被災割合82.5%）
3,672事業所（被災割合79.9%）

浸水割合
市面積の5.6%

被災漁船 ：

（▲49.3%）
※七十七銀行推計

経済的ダメージ(生産額)：▲2,161億円

約3,000隻
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復旧･復興プロセス、
震災後のまちづくり
における官民協働
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1.住宅再建(高台移転)
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原発被害 福島は今なお課題山積

移転再建

過疎地（非都市部）での災害

放射能被害への過剰な反応

直接的な被害が少ないところも風評被害

津波はまた来る、被災場所から安全な場所への「移転再建」が基本であり、

土地の確保・造成が必要

もとより人口減少・高齢化に悩む地域で、自治体財政も脆弱

民間による開発はほぼ皆無、大きな投資も期待薄

被災と復興の特徴～阪神･淡路大震災と比較して～

地盤沈下 当市で約70cm、そのままでは満潮時冠水、排水不能

民地の嵩上げは「個人資産の形成」であり、公費の投入は基本的に不可の原則

国の復興施策は、旧来制度の応用
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住宅再建 －全市における配置－

生業と居住が
密接不可分の
リアス式海岸では
コンパクトシティは
目指さず

●防災集団移転
・整備戸数 ：９０７区画
協議会方式 ６１２区画（３７団地）★
市誘導型 ２９５区画（ ９団地）

●災害公営住宅
・整備戸数 ：２，０８７戸
集合住宅 １，３１９戸（１３地区）
長屋・戸建住宅 ７６８戸（１５地区）

●土地区画整理事業
・整備地区数 ３地区
・整備面積 約８５．８ha

生業と居住が密接不可分のリアス海岸
では、コンパクトシティは目指さず
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★協議会方式による高台移転

震災前の集落単位で設立された
協議会が、対象者や移転場所の
選定を行い、市が団地を整備
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･住民主導
･独自のネットワーク
(専門家招聘、中越地震復興視察)



2.震災後のまちづくり
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気仙沼の



震災からの復興

地域の社会課題の解決なくして

－真の復興とは何か－

真の復興なし

地域の社会
課題とは

災害に強いまちづくり
若者の流出による人口減少対策
しごとづくり
主力産業である水産業の課題
人材(リーダー)の育成 ・・・
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まちづくり
そのもの



他地域事例

地域資源

人材、歴史、文化
自然、地理・・・

未来に向けたまちづくり

事象・出来事

地域の課題
想い

ヒント、考え方
（システムの移植は困難）

メガトレンド、制度、予算、
人的ネットワーク、移住者・・・

融 合

コーディネート、仕掛け
雰囲気づくり、

ベクトル合わせ・・・

地
域

産
業
界

行
政

創発
環境

まちづくりの考え方
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未来に向けたまちづくり

地
域

産
業
界

行
政

未来に向けたまちづくり

地
域

産
業
界

行
政



ポイント（気仙沼市の復興まちづくりの例）

・気仙沼市の東日本大震災からの復興は、「地域
の社会課題の解決なくして真の復興なし」との考え
の下、まちづくりそのものとして取り組んできた。

注）まちの人口規模や人口
構成、産業構造、地域資源
などにより、考え方や有効
な手法は異なると考えま
す。

・まちづくりが好転していく要素は、各セクターの
「方向感（共通のベクトル）」と「距離感」

未来に向けたまちづくり

地
域

産
業
界

行
政
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人を中心とした
まちづくり

気仙沼市の挑戦
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復興
事業

地方
創生

“まちづくり”と考えれば
同じ線上

－人材(リーダー)の育成－

人から始まる
地方創生



地方創生戦略推進のための基礎的
方策に人材育成を位置づけ

多くの事業が常に
生み出され、継続
し、相乗効果を上
げながら展開され
るためには、多く
のリーダーが必要

14人から始まる地方創生



「経営未来塾」講師陣
・有限責任監査法人トーマツ
・新日本有限責任監査法人
・あらた監査法人
・あずさ監査法人
・（株）日本政策投資銀行
・（株）博報堂
・マッキンゼー・アンド・カンパニー
・NPO法人アイ・エス・エル

人材育成道場「経営未来塾」
1期（2013年 4月～ 10月）：16名
2期（2014年 2月～ 8月）：19名
3期（2014年 10月～翌3月）：16名
4期（2015年 8月～翌2月）：15名
5期（2016年 4月～ 10月）：19名

海外視察
第1回水産業先進地視察 欧州 2013年 1月 19名
第2回水産業先進地視察 欧州 2014年 5月 15名
観光先進地視察 ニュージーランド 2015年 4月 15名
ILC誘致に関する視察 欧州 2015年 5月 15名
観光DMO先進地視察 欧州 2016年 3月 9名
まちづくり先進地視察 米国 2016年 8月 15名

2度の未来創造ラウンド討議

市民向け公開フォーラム

イノベーターの育成
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経営未来塾第5期卒塾式

経営人材育成塾
1期（2017年 11月～翌3月）：11名
2期（2018年 12月～翌5月）：10名
3期（2021年 4月～ 9月）：12名
4期（2022年 7月～翌2月）： 7名
5期（2023年 11月～翌3月)： 7名
6期（2024年 8月～ 12月)： 3名 ※予定

市民が主役のまちづくり －産業人材の育成－

社会イノベーター公志園
結晶（決勝）大会誘致
2015年 市長特別枠で結晶（決勝）大会出場

※5期は「推進コース」、6期は「躍進コース」
として、卒塾生のさらなる事業拡大を支援



まちづくりセミナー「ぬま塾」

地域の10代～30代を対象に集まれるキッカケを

創出し，「地域から学ぶ」をコンセプトに気仙沼の

様々な分野のリーダー（先輩）の人生史を

聞いていくセミナー

まちづくり実践塾「ぬま大」

地域の10,20,30代による地域活性化プランを

作成し，実践に結び付ける連続セミナー＆

ワークショップ。

アクティブ・ウーマンズ・カレッジ事業
－自分もまわりもよりよく変わる！

女性のための自分力養成講座－

10代～40代の女性を対象に，「何かしたい・始めたい」

「仲間をつくりたい」想いを応援する連続セミナー＆ワークショップ。

アクティブコミュニティ塾
東北学院大学統括

40歳以上の方が，地域における自らの行動

計画を作成し地域で活躍する人材を育む連続

セミナー＆ワークショップ

高校生のマイプロジェクトアワード

高校生のまちづくりへの参加意識の醸成と，

卒業後，積極的に地域で活躍する人材の育成を

目的とする連続セミナー。

チャレンジャーズピッチ

新しく起業やまちづくりの活動を始める人が

ピッチ（取り組みや新しいアイデアの発表）を行い，

活動を周知したり、支援者や仲間を募るイベント。

10代～
30代

10代～
30代

10代～
30代10代

高校生

40代～
10代～40代

女性

計32回（平成25年11月～令和5年9月）
・講師：33名
・参加者数：延べ834名

第1期（平成27年度）～第8期（令和4年度）
・修了者数：延べ103名（男性55名，女性48名）
第9期（令和5年度[直近]：11名
ぬま大ラボ第1期（令和元年度）～第4期(令和3年度)
・修了者数：延べ70名（男性37名，女性33名）

第1期（平成28年度）～第6期（令和4年度）
・卒業者数：延べ92名
第6期（令和5年度[直近]：8名

第1期（平成28年度）～第7期（令和4年度）
・卒業者数：96名（男性 52名，女性 44名）

第1期（平成29年度）～第5期（令和4年度）
・修了者数：延べ122名
第7期（令和5年度[直近]：12名
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開催回数：計11回【市内や東京で開催】
（平成29～令和4年度）

登壇者延べ数：48名（※）
※高校生のマイプロとの合同開催を含む

市民が主役のまちづくり －まちづくり人材の育成－



各人材育成プログラムの在学生・卒業生

17
市民が主役のまちづくり －人材育成の成果－

経営未来塾・経営人材育成塾

アクティブ・コミュニティ塾

アクティブ・ウーマンズカレッジ

ぬま大学／ぬま大学ラボ

高校生マイプロジェクトアワード 142名

109名

96名

135名

126名

様々なチャレンジ

外モーカルファクトリーなど



人材育成

産業・経営幹部、
地域ｺﾐｭﾆﾃｨ担い手、
若者、女性、高校生・・・

わくわくする未来 まちをつくる、
それぞれの一歩を

応援する

チャレンジ

チャレンジ応援（まち大学構想）

起業･創業支援

起業・新商品開発補助
地域おこし協力隊

ﾋﾞｼﾞﾈｽｻﾎﾟｰﾄ

事業者のビジネス
悩み相談所

ﾛｰｶﾙＤＸ

デジタル補佐官配置

まちづくり
協議会支援

地域の独創性･自治

外国人支援

市営日本語教室

探究ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

小･中学生総合学習

街中で対話から共創・協働
が生まれる仕組みを作り、
新しい挑戦やイノベーショ
ンが次々に起こる、市民が
主役のまちづくり
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2期生 昆野哲さん「かけ合わせが生まれるまち」

ローカルベンチャー事業の成果

気仙沼からの参加者は7期合計”19名”

ローカルベンチャーラボ

気仙沼唯一の銭湯「友の湯」のリノベーションを行い、
多くのチャレンジが生まれる拠点とした
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「株式会社菅原工業」 「ペンシー/pensea」

ローカルベンチャー×グローバル

インドネシアでの再生アスファルト事業
インドネシア料理店「ワルンマハール」の運営
インドネシアと気仙沼の繋がりを強く作っている

デザイナーズ・イン・レジデンス「DOOR to ASIA」
のコーディネートを行い、
市内企業と海外デザイナーの協働を促進している
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「舞根キッチン」

NPO水梨カフェ「いっぽ」

地域課題：食、福祉

夫とカキの養殖業を営みながら、市内の
お店やマルシェ、学習イベント等で移動
販売を行っている。

構想を生業づくり塾で磨き上げ，受講
中の平成30年12月，水梨に看護師が
常駐する障がい児のための放課後デイ
サービス「いっぽ」をオープン。
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ぬま大学卒塾

設立日：2012年5月（登記：2016年9月）
従業員数：47名
令和４年度連結事業規模：102,879,454円

ーシェアハウスOmusubiー

ーゲストハウス架け橋ー

ぬま大学第１期卒塾生

福岡県北九州市出身
2021年4月親子で本市へ移住

子育て
支援

ふるさとワーキ
ングホリデー事
務局運営

気仙沼のニーズ応える
事業を幅広く展開

若者等の
宿泊・滞在
支援

地域課題：子育て・人口減少
認定ＮＰＯ法人 Ｃｌｏｕｄ ＪＡＰＡＮ設立
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技能実習生や小中学校を巻き込んだ
自主的な避難訓練

地縁組織の新しいチャレンジ 鹿折まちづくり協議会

震災による被害の大きかった地区で
新しく生まれてきているチャレンジ

地域で何かをしながら行う「ながら見守り」

1000人以上が参加する地区の盆踊り大会
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気仙沼で起きていること MINATO

地域おこし協力隊

出船送り

NHK連ドラ

気仙沼湾横断橋
スローシティスローフード 特定地域づくり事業協同組合

まちづくり協議会

映画『ただいま、つなかん』

海外進出

ペンターン女子

気仙沼ビズ 受援力

チャレンジ

小説「今日、あの海辺の街に出会う」
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住みたい田舎ベストランキングふるさとワーキングホリデー

勝手に環境庁

移住 サステナ市民会議

未来人口会議

大島大橋

フードバンク

ローカルベンチャー

すずめの戸締まり

ふるさと納税

ＩＴベース

ナミカゼ
気仙沼子育てコレクティブインパクトプラットフォーム「コソダテノミカタ」

森は海の恋人

すずめの戸締まり DMO

映画『サンセット・サンライズ』

おらいの学び

まち大学祭



何かが起きそう
起こせそうなまち

わくわく
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チャレンジできるまち
チャレンジを応援するまち



宝島社「田舎暮らしの本」2025年2月号

2025年版「住みたい田舎」
ベストランキングにランクイン

 東北エリア（参加自治体数 86）

総合部門 第８位

若者世代･単身者部門 第６位

子育て世代部門 第５位

移住定住の促進に積極
的な市町村を対象に、
移住支援策、医療、子育
て、自然環境、就労支
援、移住者数などを含み
アンケートを基に、田舎
暮らしの魅力を数値化
し、ランキング形式で紹
介。

(前年ランク外)

(前年９位)

(前年４位)
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「ふるさとワーキングホリデー」
2023年度 受入れ人数 全国１位
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本市ふるさと納税の６年間推移（H30～R５）

ふるさと納税のスキームを活用した
クラウドファンディングを実施しています

0

50

100

0

50

100

H30 R1 R2 R3 R4 R5

寄附受入額

寄附件数

寄附金額（億円） 寄附件数（万件）

約49億4千万円
（28万9千件）

▶ 寄附件数 ：約67万件
▶ 寄附受入額：約9,486百万円

令和５年度受入実績額

人気の返礼品（令和５年度）

○ かに

○ 鮭の切身

○ 牛タン

○ いくら

○ フカヒレ

○ 牡蠣

○ かつお

○ ホルモン
･･･

ポータルサイト数

ふるさと納税受付窓口として21サイトを設置しています

➀楽天、②ふるさとチョイス、③さとふる、④ふるなび、

⑤ANA、⑥ふるさとプレミアム、⑦au PAY、⑧三越伊勢丹、

⑨G-call、⑩ふるさとパレット、⑪JR東日本、⑫セゾン、

⑬JAL、⑭ふるラボ、⑮FOURE、⑯mont-bell、⑰ふるさ

と納税百選、⑱マイナビ、⑲まいふる、⑳気仙沼市ふるさ

と納税（独自）、㉑ふるさと応援納税（現地決済型）

気仙沼大島・亀山に新たな賑わいを！
拠点整備により観光復興を実現したい

震災遺構・伝承館を拠点に震災伝承
～東日本大震災の記憶と教訓を後世へ伝え続ける～

気仙沼の“美味しい”をこれからも！
～水産都市として日本の食を支える～

約94億8千万円
（67万件）

ふるさと納税 2023・24年度受入れ額東北１位 28



まちは誰がつくるのか？
・各セクターの方向感と距離感
・自分事化とできることで貢献
・継続の仕組み

29

信頼

空気感

楽しむ

総働 課題の共有

対話
いい意味の騒がしさ

キーワード
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わくわく



ありがとうございました。

気仙沼市観光キャラクター

「海の子 ホヤぼーや」


